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第
十
四
条
第
一
項
中
「
を
設
け
る
場
合
に
は
、
そ
の
う
ち
一
以
上
（
男
子
用
及
び
女
子
用
の
区
別
が
あ
る
と
き
は
、

そ
れ
ぞ
れ
一
以
上
）
は
、
次
に
掲
げ
る
」
を
「
は
、
こ
れ
ら
の
者
が
当
該
便
所
を
利
用
す
る
上
で
支
障
が
な
い
も
の
と

し
て
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
配
置
の
基
準
に
従
い
、
こ
れ
ら
の
者
が
利
用
す
る
階
（
当
該
階
に
お
い
て
こ
れ
ら
の
者

が
利
用
す
る
部
分
の
床
面
積
、
当
該
部
分
の
利
用
方
法
そ
の
他
の
事
情
を
勘
案
し
て
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
階
を
除

く
。）の
階
数
に
相
当
す
る
数
（
床
面
積
が
一
万
平
方
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
階
が
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
数
に
当

該
階
の
床
面
積
に
応
じ
て
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
数
を
加
え
た
数
）
以
上
設
け
る
」
に
改
め
、
同
項
各
号
を
削
り
、

同
条
第
二
項
中
「
不
特
定
か
つ
多
数
の
者
が
利
用
し
、
又
は
主
と
し
て
高
齢
者
、
障
害
者
等
が
利
用
す
る
男
子
用
小
便

器
の
あ
る
便
所
を
設
け
る
場
合
に
は
、
そ
の
う
ち
一
以
上
に
」
を
「
前
二
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
第
一
項
の
規
定

に
よ
り
設
け
る
便
所
で
あ
っ
て
男
子
用
小
便
器
を
設
け
る
も
の
の
う
ち
一
以
上
に
は
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
四
項

と
し
、
同
条
第
一
項
の
次
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
り
便
所
を
設
け
る
階
に
お
い
て
は
、
当
該
便
所
の
う
ち
一
以
上
（
当
該
階
の
床
面
積
が
一
万
平

方
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
床
面
積
に
応
じ
て
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
数
以
上
）
に
、
車
椅

子
使
用
者
用
便
房
（
車
椅
子
を
使
用
し
て
い
る
者
（
以
下
「
車
椅
子
使
用
者
」
と
い
う
。）が
円
滑
に
利
用
す
る
こ
と

が
で
き
る
も
の
と
し
て
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
構
造
の
便
房
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）を
一
以
上
（
当
該
車
椅
子
使

用
者
用
便
房
に
男
子
用
及
び
女
子
用
の
区
別
を
設
け
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
一
以
上
。
以
下
こ
の
項
に
お

高
齢
者
、
障
害
者
等
の
移
動
等
の
円
滑
化
の
促
進
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
を
こ
こ
に
公
布

す
る
。御

名

御

璽

令
和
六
年
六
月
二
十
一
日

内
閣
総
理
大
臣

岸
田

文
雄

政
令
第
二
百
二
十
一
号

高
齢
者
、
障
害
者
等
の
移
動
等
の
円
滑
化
の
促
進
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

内
閣
は
、
高
齢
者
、
障
害
者
等
の
移
動
等
の
円
滑
化
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
八
年
法
律
第
九
十
一
号
）
第

二
条
第
二
十
号
、
第
十
四
条
第
一
項
及
び
第
五
十
八
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

高
齢
者
、
障
害
者
等
の
移
動
等
の
円
滑
化
の
促
進
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
平
成
十
八
年
政
令
第
三
百
七
十
九
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
条
第
一
号
中
「
第
二
十
三
条
及
び
第
二
十
五
条
第
三
項
第
一
号
」
を
「
第
二
十
四
条
及
び
第
二
十
六
条
第
三
項

第
一
号
」
に
改
め
る
。

第
六
条
中
第
十
号
を
第
十
一
号
と
し
、
第
七
号
か
ら
第
九
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
六
号
の
次
に
次
の
一

号
を
加
え
る
。

七

劇
場
、
観
覧
場
、
映
画
館
若
し
く
は
演
芸
場
又
は
集
会
場
若
し
く
は
公
会
堂
（
第
十
五
条
に
お
い
て「
劇
場
等
」

と
い
う
。）の
客
席

第
七
条
第
二
項
第
一
号
中
「
第
二
十
六
条
」
を
「
第
二
十
七
条
」
に
改
め
る
。

第
十
条
第
一
項
中
「
第
二
十
四
条
」
を
「
第
二
十
五
条
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
第
二
十
五
条
」
を
「
第
二
十

六
条
」
に
、「
第
十
九
条
」
を
「
第
二
十
条
」
に
改
め
る
。

公
認
会
計
士
法
の
審
判
手
続
に
お
け
る
参
考
人
及
び
鑑
定
人
の
旅
費
及
び
手
当
に
関
す
る
政
令
の
一
部
を
改
正
す
る

政
令
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

令
和
六
年
六
月
二
十
一
日

内
閣
総
理
大
臣

岸
田

文
雄

政
令
第
二
百
十
九
号

公
認
会
計
士
法
の
審
判
手
続
に
お
け
る
参
考
人
及
び
鑑
定
人
の
旅
費
及
び
手
当
に
関
す
る
政
令
の
一
部
を
改
正

す
る
政
令

内
閣
は
、
公
認
会
計
士
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
三
号
）
第
三
十
四
条
の
六
十
四
及
び
第
四
十
九
条
の
六
の
規

定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

公
認
会
計
士
法
の
審
判
手
続
に
お
け
る
参
考
人
及
び
鑑
定
人
の
旅
費
及
び
手
当
に
関
す
る
政
令
（
平
成
十
九
年
政
令

第
三
百
五
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
二
項
中
「
八
千
百
円
」
を
「
八
千
二
百
円
」
に
、「
七
千
七
百
円
」
を
「
七
千
八
百
円
」
に
改
め
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
政
令
は
、
令
和
六
年
七
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２

こ
の
政
令
に
よ
る
改
正
前
の
第
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
日
当
の
支
給
の
基
礎
と
さ
れ
る
同
項
に
規
定
す
る
出

頭
等
に
必
要
な
日
数
で
、
こ
の
政
令
の
施
行
前
の
日
に
対
応
す
る
も
の
に
係
る
日
当
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例

に
よ
る
。

内
閣
総
理
大
臣

岸
田

文
雄

外
国
為
替
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

令
和
六
年
六
月
二
十
一
日

内
閣
総
理
大
臣

岸
田

文
雄

政
令
第
二
百
二
十
号

外
国
為
替
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

内
閣
は
、
外
国
為
替
及
び
外
国
貿
易
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
二
十
八
号
）
第
六
十
八
条
の
二
の
規
定
に
基

づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

外
国
為
替
令
（
昭
和
五
十
五
年
政
令
第
二
百
六
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
十
五
条
第
二
項
中
「
第
六
十
八
条
第
一
項
」
を
「
第
五
十
五
条
の
九
の
三
及
び
第
六
十
八
条
第
一
項
」に
改
め
、

同
条
第
五
項
中
「
委
任
さ
れ
た
」
の
下
に
「
指
導
及
び
助
言
並
び
に
」
を
加
え
る
。

附

則

こ
の
政
令
は
、
令
和
六
年
七
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

財
務
大
臣

鈴
木

俊
一

内
閣
総
理
大
臣

岸
田

文
雄
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